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4.アジア大都市における交通システムの持続性検証の方法論
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１．はじめに

温室効果ガス排出削減が急務となっている中､全世界的に伸びの著しい運輸交通部門のCO2排出をいかに
抑制するかが１つの大きな課題となっている。運輸交通起源CO2排出の主因は言うまでもなくモータリゼー

ションの進展である｡それに対処するための方法論は大きく分けて､自動車の車両･燃料を改善するものと、
自動車交通量そのものを抑制するものとがある。大気汚染問題の解決においては主に前者が効果的であった
が、CO2排出量抑制においては前者のみでは当面限界があり、後者の施策群を組み合わせて実施することの

必要性が指摘されている。特にアジア開発途上国の大都市では、１)経済成長に伴う自動車保有の急増、２)首
位都市への人口一極集中による交通需要の急増と郊外化、の一方で、３)交通インフラ整備の遅れ、４)車両・
燃料技術の遅れ、に伴う運輸交通起源の大気汚染が深刻な問題となっているところが多く、更に今後はＣＯ２
排出量の増大も懸念される。むろん、渋滞や交通事故といった弊害も大きな問題である。このような交通シ
ステムは、都市の持続性を著しく損なう要因として評価することができ、その改善によって持続可能な都市
が初めて可能となると言える。

そこで本稿では、大都市における交通システムが都市の持続性に及ぼす影響を検証し評価するための新し
い方法論のフレームワークを提案することを目的とする。

２・都市交通システムの持続可能性とモータリゼーション

都市交通システムの持続性を検証するためにまず明確にしておく必要があるのは、そもそも持続性をどの
ように定義するかである。一般的な定義は「将来世代のニーズを充足させる能力を損なうことなく今日世代

＊名古屋大豊詫k学院環境学研究科都市環境学専攻ＧＩ圏duateSchoolofEnvimmmemalSmdUesbN3goyaUniveI前眺
Ｆ１ｴm-chO,ChnmsaPku,Nagoy＆Aichi,JapEm4648603．












